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１．１．１  水源施設  

 

 本町の水源の状況を表 1.1.1.1 に示す。現在使用している水源は７箇所であり、こ

のうち購入水である上伊那広域水道用水企業団からの浄水受水の割合が最も高く、北

島水源をはじめとする自己水源からの取水量は少ない。 

H25 H26 H27

北島水源 浅井戸 100 147 197

一の宮水源

地獄沢水源

沢水源

上伊那広域水道用水企業団 浄水受水 2,364 2,365 2,320

上古田第1水源

上古田第２水源

表1.1.1.1　箕輪町の水源

出典：水道統計調査

名称

164 70 66

110 120 111深井戸

湧水

種別
取水量実績（千ｍ3/年）

 

 この傾向は上伊那地域の特徴となっており、その中でも本町は平成 26 年度実績で浄

水受水率 86.9％と高い割合で企業団に依存している。図 1.1.1.2 に近隣市町村の水源

の状況を示す。 

図 1.1.1.2 近隣市町村の水源の状況  

 
出典：長野県の水道（平成 26 年度  Ｈ25.3.31 現在）  

 
 本町は浄水受水への依存度が高いことがわかる。  
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１．１．２  配水施設  

  

本町の配水池の状況と水道施設のフロー図を表 1.1.2.1、図 1.1.2.2 に示す。 

 

名称 構造 容量 取得年月日 経過年数
過不足容量

*1
耐震性能

大原配水池 PC造 2,500m3 1975/3/31 42年 42m3 △*2

福与配水池 PC造 1,000m3 1993/3/31 24年 571m3 ―

郷沢配水池 RC造 100m3 1994/3/31 23年 3m3 ―

新冨田配水池 PC造 500m3 1993/3/31 24年 78m3 ―

一の宮配水池 PC造 140m3 1979/3/31 38年 102m3 ―

旧冨田配水池 PC造 40m3 1979/3/31 38年 15m3 ―

上古田配水池 PC造 330m3 1977/3/31 40年 -41m3 ○

富士山配水池 PC造 500m3 1975/3/31 42年 0m3 △*3

長田配水池 PC造 2,000m3 2008/3/31 9年 443m3 ○

南小河内配水池 PC造 330m3 1978/3/31 39年 216m3 △*3

*1　平成23年度　箕輪町上水道事業経営変更認可申請書（第5次変更認可・内容変更）

*2　平成24年度　大原配水池耐震診断業務委託　報告書

*3　平成25年度　富士山・南小河内配水池耐震診断業務委託　報告書

*4　平成26年度　上古田配水池耐震診断業務委託　報告書

表1.1.2.1　箕輪町の配水池

出典：上水道資産台帳および以下の図書

 

 

 大原配水池は、平成 24 年度に耐震診断業務を行い、水密性に影響はないものの底板

の一部部材の鉄筋量が不足していることがわかった。 

 富士山配水池と南小河内配水池は平成 25 年度に耐震診断業務を行い、両配水池とも

に躯体に問題はないが地盤の支持力が不足していることがわかった。このことについ

ては運用水深を下げ自重を軽くすることで対応が可能である旨が報告されている。し

かし富士山配水池には容量の「余裕」がないために容量不足が生じる。 

 上古田配水池の耐震診断業務は平成 26 年度に行われ、躯体や地盤は現基準での耐震

性能を有していたが、築後年数が経過し表面の劣化具合が顕著であると報告されてい

る。 

 

 また、大原配水池の耐震診断業務では、中央自動車道直下を横断する大原配水池か

らの送配水管φ300 が布設後 40 年を経過しており更新時の工法や管理面での懸念が

報告されている。
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図 1.1.2.2 箕輪町の水道施設フロー図  

 

 

 

 

出典：平成 23 年度箕輪町上水道事業経営変更認可申請書  
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１．１．３  管路施設  

 

 本町の水道管路施設を表 1.1.3.1 に示す。 

 

耐震適合性

のある管

管路

耐震化率

導水管 4,885ｍ 3,958ｍ 81.0% 171ｍ 3.5% 577ｍ 11.8%

送水管 11,658ｍ 0ｍ 0.0% 0ｍ 0.0% 5,867ｍ 50.3%

配水管 210,619ｍ 29,041ｍ 13.8% 310ｍ 0.1% 64,119ｍ 30.4%

合計 227,162ｍ 32,999ｍ 14.5% 481ｍ 0.2% 70,563ｍ 31.1%

（うち基幹管路） (23,056ｍ) (8,482ｍ) (36.8%) (441ｍ) (1.9%) (7,780ｍ) (33.7%)

出典：平成27年度水道統計調査

耐震化の状況

表1.1.3.1　箕輪町の水道管

名称 総延長 法定耐用年数（40

年）を超えた管

老朽化の状況

経年管

（20年～39年経過）

 

 

（１）耐震化の状況 

平成 26 年 3 月 31 日現在で本町の管路耐震化率は 14.5％となっている。近隣市町村

の管路耐震化の状況を図 1.1.3.2 に示す。 

 

図 1.1.3.2 近隣市町村の管路耐震化の状況  

 

出典：長野県の水道（平成 26 年度  Ｈ25.3.31 現在）  

 

 本町の管路耐震化率は、上伊那地域および全県と比べ若干低めの値となっている。 
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（２）老朽化の状況 

平成 26 年 3 月 31 日現在で法定耐用年数（布施後 40 年）を超えている管路延長の

割合は 0.2％と低いが、今後 20 年以内に法定耐用年数を超える管路は 31.1％潜在して

いる。近隣市町村の管路老朽化の状況を図 1.1.3.3 に示す。 

 

図 1.1.3.3 近隣市町村の管路老朽化の状況  

 

出典：長野県の水道（平成 26 年度  Ｈ25.3.31 現在）  

 

本町の今後 20 年以内に法定耐用年数を超える管路割合は、近隣市町村と比べて若

干高めの値となっている。 

 

 

 老朽化の状況については、本町の上水道が昭和 38 年度から供給が開始されているこ

とを考えると現時点で 53 年が経過していることになる。したがって台帳に載っていな

い布設後 40 年を経過している管路施設が潜在的に存在している可能性に留意する必

要がある。 
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（３）管路更新率 

これらのように「管路の耐震化」および「管路の耐用年数」をキーワードとして考

えた時に将来の管路更新の需要は今後増加していくことが見込まれる。この状況に対

し、平成 26 年度の本町の管路更新率は、近隣市町村に比べて低い値となっている。 

 

図 1.1.3.4 近隣市町村の管路更新率の状況  

 

出典：長野県の水道（平成 26 年度  Ｈ25.3.31 現在）  

 

 

 

 今後の施設更新および管路更新の需要を正しく見極めるために「アセットマネジメ

ント」を実施し、更新事業が水道経営または財政に与える影響を早急に把握する必要

がある。 
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１．２．１  水道料金  

 

 本町の水道料金および料金収入の推移を表 1.2.1.1 および図 1.2.1.2 に示す。本町

の水道料金は基本料金および量水器使用料、従量料金から構成されている。なお、水

道料金は平成 26 年 4 月 1 日に値下げ改定している。 

 

 

１３ｍｍ １００円 ９８円

２０ｍｍ ２４０円 １５５円

２５ｍｍ ３００円 １８０円

３０ｍｍ ３６０円 ２００円

４０ｍｍ ４６０円 ２１５円

５０ｍｍ １，６００円

７５ｍｍ ３，０００円

表1.2.1.1　箕輪町の水道料金

基本料金
従量料金

１立方メートル当たり単価

１，０００円

口径別メーター使用料

水道使用料（２か月につき）

　１～２０立法メートル

２１～４０立法メートル

４１～６０立法メートル

６１～１２０立法メートル

１２１立法メートル以上

 

 

平成 26 年 4 月の水道料金改定以降、料金収入は減少している。 

 

図 1.2.1.2 料金収入の推移  

 
出典：箕輪町水道事業会計決算書  
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１．２．２  給水原価と供給単価  

  

水道料金の決定基準となり現在の水道料金が適正であるかの判断基準となる水道

水 1ｍ 3 あたりの給水原価と供給単価、また、給水に係る費用を給水収益でどれだけ賄

えているかを表す料金回収率を図 1.2.2.1 に示す。 

 

図 1.2.2.1 給水原価と供給単価の推移（1ｍ3 あたり）  

 

出典：箕輪町決算統計  

 

 本町では、過去 5 ヶ年で供給単価が給水原価を一度も上回ったことがなく、「原価割

れ」を起こしている（料金回収率 100％未満）。 

 

なお、供給単価および給水原価の算出方法は以下のとおりである。 

 

供給単価＝給水収益／年間総有収水量 

給水原価＝（営業費用＋営業外費用－受託工事費－長期前受金払戻） 

／年間総有収水量 

  

 

近隣市町村の状況は次頁図 1.2.2.2 に示す。 
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図 1.2.2.2 近隣市町村の料金回収率の状況  

 

出典：長野県の水道（平成 26 年度  Ｈ25.3.31 現在）  

 

辰野町と南箕輪村は、料金回収率が 100％を超えており、水道料金で給水原価を賄

えている。 

 

 

 

 

 

 

本町の上水道事業経営における損益状況および収支状況を次頁以降にまとめる。 
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１．２．３  収益的収支  

 

 収益的収支は、経常的な事業活動に伴って発生する収益と費用の収支状況を表して

いる。 

 

（１）営業利益 

主に水道料金から得られる営業収益と、水道水を作り各家庭へ送配水するために係

る費用などとの差を営業利益という。営業利益の推移を表 1.2.3.1 および図 1.2.3.2

へ示す。平成 26 年 4 月 1 日の水道料金改定以降営業利益はマイナスへと転換している。 

 

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

営業収益 472,162 469,329 472,062 403,500 393,364

営業費用 424,924 423,666 433,881 436,933 428,222

営業利益 47,238 45,663 38,180 -33,433 -34,858

表1.2.3.1　営業利益の推移（千円）

出典：箕輪町水道事業決算書  

 

 

図 1.2.3.2 営業利益の推移  

 

出典：箕輪町水道事業決算書  

  

営業費用の内訳を次頁の図 1.2.3.3 に示す。  
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図 1.2.3.3 営業費用の内訳  

 

出典：箕輪町水道事業決算書  

 

 

営業費用の内訳は、上伊那広域水道用水企業団からの浄水受水費と有形固定資産の

減価償却費が大きな割合を占めていることがわかる。平成 27 年度実績では、受水費が

営業費用の 33％を占めている。 
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（２）経常損益 

営業収益に営業外収益（主に長期前受金戻入）を、営業費用に営業外費用（主に企

業債の利息）を加え差引きしたものを経常損益という。経常損益の推移を表 1.2.3.4

および図 1.2.3.5 に示す。営業利益は平成 26 年度および平成 27 年度はマイナスを計

上していたが、経常損益の段階ではプラスに転換している。ここで、営業外収益であ

る長期前受金戻入は現金収入を伴わない見かけの収益であり、実際に収益に見合う現

金があるわけではないことに注意する必要がある。 

 

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

営業収益

営業外収益
472,770 469,729 472,453 486,962 479,148

営業費用

営業外費用
469,323 466,411 475,392 477,066 468,407

経常損益 3,447 3,318 -2,940 9,895 10,741

表1.2.3.4　経常損益の推移（千円）

出典：箕輪町水道事業決算書  

 

 

図 1.2.3.5 経常利益の推移  

 

出典：箕輪町水道事業決算書  

 

 

営業外費用の内訳を次頁の図 1.2.3.6 に示す。 
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図 1.2.3.6 営業外費用の内訳  

 

出典：箕輪町水道事業決算書  

 

営業外費用は、企業債の支払利息が大きな割合を占めていることがわかる。 
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（３）当年度純利益 

経常利益に特別利益と特別損失の差引きである特別損益を加味したものを当年度

純利益という。当年度純利益の推移を表 1.2.3.7 および図 1.2.3.8 に示す。 

 

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

営業収益

営業外収益

特別利益

472,770 469,729 472,453 545,598 479,620

営業費用

営業外費用

特別損失

472,518 468,563 476,052 636,923 469,373

当年度純利益 252 1,166 -3,599 -91,325 10,247

表1.2.3.7　当年度純利益の推移（千円）

出典：箕輪町水道事業決算書  

 

図 1.2.3.8 当年度純利益の推移  

 

出典：箕輪町水道事業決算書  

 

 なお、平成２６年度は会計制度の変更に伴い、取得価格の全部および一部の除却、

収益化を行ったことにより特別利益および特別損失の金額が大きくなり、当年度純利

益もマイナスとなっている。 
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収益的収支に係る当年度純利益は、水道事業者としての実体資本を維持し経営基盤

を強固にするために必要な内部留保資金となるものである。後述する資本的収支の補

填財源となることからも年度毎の利益の確保は最低限必要である。 

未処分利益剰余金の推移を図 1.2.3.9 に示す。 

 

図 1.2.3.9 未処分利益剰余金の推移  

 

出典：箕輪町水道事業決算書  
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１．２．４  資本的収支  

 

資本的収支は、水道施設の整備（資産形成）を進めるための投資額（建設改良費）

とその財源、企業債償還金の収支状況を表している。 

 

（１）資本的支出 

 本町の資本的支出（建設改良費および企業債償還金）の推移を図 1.2.4.1 に示す。 

 

図 1.2.4.1 資本的支出の推移  

 

出典：箕輪町水道事業決算書  

 

平成 25 年以降は建設改良費を縮小し、資本的支出を抑えている。 

 

近隣市町村の資本的支出の状況を次頁の図 1.2.4.2 に示す。 
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図 1.2.4.2 近隣市町村の資本的支出  

 

出典：長野県の水道（平成 26 年度  Ｈ25.3.31 現在）  

 

（２）資本的収入 

 資本的収入の財源は企業債となっている。このため資本的支出と比べるとその額は

小さくその間には当然のことながら不足額が生じる。この不足額は、損益勘定留保資

金および利益剰余金から成る内部留保資金と消費税資本的収支調整額で補填している。 

 本町の補填状況を図 1.2.4.3 に示す。 

 

図 1.2.4.3 補填財源の推移と構成（実績）  

 

出典：受領資料  
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過年度分損益勘定留保資金の残高の推移を図 1.2.4.4 に示す。 

 

図 1.2.4.4 損益勘定留保資金の残高の推移  

 

出典：受領資料  

 

上図の損益勘定留保資金と図 1.2.3.9 に示した利益剰余金は本町の上水道事業にお

ける内部留保資金である。しかしながら両資金ともに減少傾向にある。 



１．箕輪町水道事業の現状 
 
１．２ 経営の現状 
 

箕輪町水道事業経営戦略 

 19  

１．２．５  有収率  

 

 有収率は水道を経営する上で非常に重要な指標の一つであり、供給した配水量に対

する料金徴収の対象となった水量（有収水量）の割合である。本町の有収率の推移を

図 1.2.5.1 に示す。 

 

図 1.2.5.1 有収率の推移  

 

出典：箕輪町決算統計  

 

 

有収率が低下している原因は定かではないが、水道管の老朽化による漏水も一因と

して考えられる。有収率は給水収益に直結するため出来るだけ 100％に近い数値であ

る方が望ましい。 

 

ここで、有収率の算出方法は以下のとおりである。 

 

有収率＝年間総有収水量／年間総配水量×100 

 

 

近隣市町村の有収率の状況を次頁図 1.2.5.2 に示す。 
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図 1.2.5.2 近隣市町村の有収率  

 

出典：長野県の水道（平成 26 年度  Ｈ25.3.31 現在）  

 

本町は、上伊那地域の中では高い有収率を誇っているが、長野県内の平均値と比べ

ると未だ低い。 
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２．１．１  計画給水人口  

 

 「箕輪町・人口ビジョン（H27.9）」において 2010 年から 2015 年の実績を基にした

人口稼働率を求め、移動率実績型として行政区域内人口を推計している。 

 

図 2.1.1.1 行政区域内人口の推計値  

 
出典：パターン別将来人口推計（箕輪町企画振興課）  

 
  

この推計値を用いて割合から給水区域内人口を求め、普及率の平均値から給水人口

を推計した。推計結果を次頁の表 2.1.1.2 および図 2.1.1.3 に示す。  
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給水人口 前年比 累計

H28 22,728

H29 22,596 -132 -132

H30 22,464 -132 -264

H31 22,334 -130 -394

H32 22,203 -131 -525

H33 22,071 -132 -657

H34 21,940 -131 -788

H35 21,809 -131 -919

H36 21,678 -131 -1,050

H37 21,540 -138 -1,188

H38 21,403 -137 -1,325

年度
計画給水人口（人）

表2.1.1.2　計画給水人口

 
 

 

図 2.1.1.3 計画給水人口の推移  

 
 

推計の結果、行政区域内人口と同様に計画給水人口も減少傾向にある。  
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２．１．２  計画給水量  

  

計画給水量の算出にあたっては水道施設設計指針 2012（日本水道協会）に基づき、

時系列傾向分析の推計式を用いて用途別の推計を行った。結果を以下に示す。 

 

（１）生活用水量（１人１日有収水量） 

 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

209 209 209 206 205 200 202 204 201 209

表2.1.2.1　生活用水量

生活用水量

予想値（ℓ/人・日） 実績値（ℓ/人・日）

 

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

203 203 202 202 202 202 202 201 201 201 201

推計値（ℓ/人・日）

 

 
 

図 2.1.2.2 生活用水量推計グラフ  

 
 
 

過去の１人当たりの有収水量は、変則的な増減を繰り返し、全体として一定の傾向

がみられない。昨今の給水量減少の要因として、ペットボトル飲料の普及や節水意識

の向上、節水機器の普及などが要因として挙げられるが、１人当りの使用水量はそれ

ほど大きく減少していないことがわかる。よって、将来の１人当たりの有収水量をほ

ぼ横ばいと推計した。 

実績  推計  
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（２）業務・営業用水量 

 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

319 334 327 325 314 322 314

業務・営業

用水量

実績値（千ｍ
3
）

表2.1.2.3　業務・営業用水量

 

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

313 312 312 311 310 309 308 307 307 306 305

推計値（千ｍ
3
）

 

 

 

図 2.1.2.4 業務・営業用水量推計グラフ  

 

 
 

過去の業務・営業用の有収水量は、ある程度の減少傾向がみてとれる。よって、将

来の業務・営業用水量は引き続き減少傾向にあると推計した。 

実績  推計  
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（３）工場用水量  

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

182 185 167 152 139 141 131

工場用水量

実績値（千ｍ
3
）

表2.1.2.5　工場用水量

 

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

133 130 127 125 123 121 120 118 117 115 114

推計値（千ｍ
3
）

 

 

 

図 2.1.2.6 工場用水量推計グラフ  

 

 

 

過去の工場用の有収水量は、明らかに減少傾向を示している。よって、将来の工場

用水量は引き続き減少傾向にあると推計した。 

 

実績  推計  
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（４）計画給水量の算定 

 生活用水量、業務・営業用水量、工場用水量の各用途別の推計値を合算して全体の

計画給水量を算出する。結果を表 2.1.2.7、図 2.1.2.8 に示す。 

 

業務営業用 工場用

1人1日

有収水量
有収水量 有収水量 有収水量 有収水量 前年比

（ℓ/人・日） （千ｍ
3
/年） （千ｍ

3
/年） （千ｍ

3
/年） （千ｍ

3
/年） （千ｍ

3
/年）

H21 23,085 206 1,739 319 182 2,240

H22 23,239 205 1,741 334 185 2,260 20

H23 23,434 200 1,712 327 167 2,206 -54

H24 23,164 202 1,712 325 152 2,189 -17

H25 22,908 204 1,707 314 139 2,160 -29

H26 23,055 201 1,692 322 141 2,155 -5

H27 22,472 209 1,714 314 131 2,159 4

H28 22,728 203 1,684 313 133 2,130 -29

H29 22,596 203 1,674 312 130 2,116 -14

H30 22,464 202 1,656 312 127 2,095 -21

H31 22,334 202 1,647 311 125 2,083 -12

H32 22,203 202 1,637 310 123 2,070 -13

H33 22,071 202 1,627 309 121 2,057 -13

H34 21,940 202 1,618 308 120 2,046 -11

H35 21,809 201 1,600 307 118 2,025 -21

H36 21,678 201 1,590 307 117 2,014 -11

H37 21,540 201 1,580 306 115 2,001 -13

H38 21,403 201 1,570 305 114 1,989 -12

91.6% 97.1% 87.0%

表2.1.2.7　　計画給水量（全体）

年度

合計

92.1%

給水人口

減少率
（Ｈ27⇒Ｈ38）

生活用

実

績

計

画
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図 2.1.2.8 計画給水量の推移  

 

 

今後 10 年間、計画給水量は減少傾向を示しており、平成 38 年には年間の給水量（有

収水量）が 200 万ｍ 3 を割込む見通しである。 
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主に過去 3 ヶ年の実績値を用いて、現在の状況で今後 10 年間にわたって水道経営

を継続した場合の見通しを示す。なお、ここでは平成 29 年度以降に予定される上伊那

広域水道用水企業団浄水受水費の値下げは考慮しないものとする。 

 

 

２．２．１  収益的収支の見通し  

 

収益的収支の見通しを図 2.2.1.1 に示す。平成 39 年度以降の給水人口は平成 38 年

度と同水準であると仮定している。  
 

 

図 2.2.1.1 収益的収支の見通し  

 
  

減価償却費の減少や企業債の利息の減少により上昇傾向にあるものの、営業利益は

依然マイナスである。 

 

また、料金回収率の見通しを次頁の図 2.2.1.2 に示す。 
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図 2.2.1.2 料金回収率の見通し  

   

 

 

料金回収率も同様に、有収水量は減少傾向にあるが、減価償却費の減少や企業債の

利息の減少により上昇傾向にある。平成 34 年度に料金回収率 100％以上を達成する見

通しである。 
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２．２．２  資本的収支の見通し  

 

資本的収入と資本的支出の間には不足額が生じる。収益的収支の純利益と資本的収

支の不足額との比較を図 2.2.2.1 に示す。 

 

図 2.2.2.1 収益的収支の純利益と資本的収支の不足額  

 

 

収益的収支の利益と資本的収支の不足額を比較すると、将来において水道事業経営

の持続が困難であることがわかる。 
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２．２．３  内部留保資金の見通し  

 

 資本的収支の不足額を充当するための補填財源である内部留保資金の見通しについ

て図 2.2.3.1 に示す。 

 

図 2.2.3.1 内部留保資金の見通し  

 
 

現状のままで経営を行えば、既存施設の更新に充てるべき過年度分損益勘定留保資

金が平成 34 年度には枯渇し、利益余剰余金からの補填が始まる。平成 48 年度の段階

で利益剰余金は 737,480 千円となり、ピークである平成 34 年度と比べて 37％の減と

なる。  
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２．２．４  企業債残高の見通し  

 
企業債残高の見通しを表 2.2.4.1、図 2.2.4.2 に示す。  

 

H25 H26 H27 H28 H29

企業債残高 1,854,388 1,795,852 1,725,842 1,649,707 1,568,144

給水人口 22,908 23,055 22,472 22,728 22,596

一人当り

企業債残高
81 78 77 73 69

表2.2.1.6　企業債残高（千円）

実績 予定

 

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

1,484,019 1,397,284 1,307,869 1,218,020 1,127,342 1,043,199 963,818 885,260 810,234

22,464 22,334 22,203 22,071 21,940 21,809 21,678 21,540 21,403

66 63 59 55 51 48 44 41 38

予定

 

 

 

図 2.2.4.2 企業債残高  

 

 

企業債残高は新規起債額を加算したとしても償還が進み減少する見通しである。
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３．１．１  投資計画  

 

 今後、これまでに整備された施設が更新時期を迎えて更新需要への投資額が大幅に

増大していくことが想定されるにもかかわらず、料金の増収がこれまでのようには見

込めない状況では、更新に必要な資金を確保することが今まで以上に厳しいものとな

る。本町においては平成 30 年度にアセットマネジメント（長期的視野に立った計画的

資産管理）を実施し、将来の更新需要を正確に把握し、事業費の平準化を図りつつ財

源確保や経営に与える影響を踏まえた上で計画的かつ効率的な投資計画を策定予定で

ある。 

 よって、本経営戦略での投資（主に建設改良費）については、当面、必要最低限の

投資額のみを見込み、アセットマネジメントにおいて計画された投資計画を盛り込む

ために早期に経営戦略のローリング（見直し）を行う予定としている。 

  

 

３．１．２  内部留保資金  

 

 将来増大する更新需要への投資に備えて、本経営戦略では、内部留保資金のうち過

年度分損益勘定留保資金が今後 10 年のうちに枯渇しないことを目標とした。現在の状

態で経営を続けると損益勘定留保資金は平成 34 年度に枯渇する見込みであり（図

2.2.3.1 参照）、資本的支出を抑えた上で企業債を活用する計画とした。 

 

 

３．１．３  水道料金  

 

 減価償却費の減少や企業債の利息減少の影響もあり、現行の水道料金でも料金回

収率は平成 34 年度に 100％を回復できる見通しである（図 2.2.1.2 参照）。よって本

計画においては水道料金改定の予定は見込まない。ただし、水道施設等の資産を維持

するための費用（資産維持費）は水道料金の設定に当たって考慮すべきとされている

ことから、平成 30 年度に行うアセットマネジメントの結果を受け、将来の収支均衡が

保たれないとすれば、次回経営戦略ローリング時においては水道料金の改定を積極的

に行う予定である。 
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３．２．１  収益的収支  

 

（１）料金収入 

 料金収入の試算に用いる給水単価は表 3.2.1.1 に示すとおり過去 3 ヶ年の最安値と

する。  

H25 H26 H27

生活用 198.97 173.01 167.95 167.95

業務・営業用 256.51 214.70 205.21 205.21

工場用 211.06 205.76 204.26 204.26

実績額

表3.2.1.1　水道料金の実績と試算単価（円/ｍ3）

試算単価

 
 
 

（２）受水費  
平成 29 年度～平成 31 年度までの 3 ヶ年は暫定的ではあるが上伊那広域水道用水企

業団の受水費が約 10％値下げされる。この 3 ヶ年の受水費は、年間で 128,510 千円と

なる見込みである。本試算においては値下げ後の受水費が長期間続くものとして試算

を行う。 

 
 
（３）減価償却費、長期前受金戻入、企業債利息  

減価償却費、長期前受金戻入、企業債利息については、別途予定額で試算を行う。

将来取得予定の資産および借入予定の起債額の利息についても見込むものとする。  
 
 
（４）経費ほか  

①職員給与費  
職員異動の予測は困難であるため、直近である平成 27 年度実績値を採用し 

試算を行う。 

②動力費  
動力費は大きな変動がないため過去 3 ヶ年の平均値に有収率の変動を加味して 

試算を行う。 

 ③修繕費・材料費・その他経費  
修繕費や材料費等については、大きな変動がないため過去 3 ヶ年の平均値を 

採用して試算を行う。 
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３．２．２  資本的収支  

 
（１）建設改良費（平成 30 年度～）  
 建設改良費については、「３．１ 取組方針」に示したとおり、内部留保資金と起債

額との兼合いにより表 3.2.2.1 のとおりとする。メーター設置費を除く既設施設の更

新に係る事業費として 40,000 千円を、更新以外の新規事業費として 10,000 千円を見

込んだ。ただし、本経営戦略における建設改良費はアセットマネジメント結果を盛り

込む予定としている次回経営戦略ローリング時までの暫定的な試算額である。  

決算見込 予算額

H25 H26 H27 H28 H29

管路新設等 18,587 31,849 17,177 13,878 13,845

固定資産の購入 0 467 1,880 2,748 3,884

既存施設更新等 82,891 49,542 65,022 54,730 69,970 40,000

メーター設置 10,339 9,953 10,624 9,498 10,721 12,000

表3.2.2.1　建設改良費の実績と採用値（千円：消費税込み）

※職員給与費を除く。

10,000

実績
採用値

更新

投資事業

新規

投資事業

建設改良費の内訳

 

 
（２）新規起債額（平成 30 年度～）  

新規起債額についても「３．１ 取組方針」に示したとおり、建設改良費と内部留

保資金との兼合いにより以下のとおりとして試算を行う。平成 30 年度に取り組むア

セットマネジメントの結果によって見直しを行う予定である。  
 
◆建設改良費のうち新規投資事業分の財源として  

各年 1 千万円、利率 1％、支払期間 30 年、据置 5 年  
 
 
（３）企業債償還金  
 企業債償還金については、別途予定額で試算を行う。なお、新規起債額の償還につ

いても見込むものとする。  
 
 
（４）職員給与費  

職員異動の予測は困難であるため、直近である平成 27 年度実績値を採用し試算を

行う。  



３．経営戦略の策定 
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３．３．１  分析評価  

 

（１）料金収入の試算結果  
 料金収入の試算結果を図 3.3.1.1 に示す。  
 

図 3.3.1.1 料金収入の試算結果  

 
 
料金収入は、給水人口の減少に伴い、減少する見込みである。  



３．経営戦略の策定 
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（２）収益的収支の試算結果  

収益的収支の試算結果を図 3.3.1.2 に示す。  
 

図 3.3.1.2 収益的収支の試算結果  

 

 

現状での収益的収支の見通し（図 2.2.1.1 参照）では、平成 38 年度時点で営業利

益△13,450 千円だったのに対し、本計画においてはプラスに転換している。また、純

利益についても目標年度においてプラスを維持していることから収支は均衡している。 

 

また、料金回収率の見通しを次頁の図 3.3.1.3 に示す。 



３．経営戦略の策定 
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図 3.3.1.3 料金回収率の試算結果  

 

 

現状での料金回収率見通し（図 2.2.1.2 参照）では、料金回収率が平成 34 年度に

おいて 100.04％達成となったが、本計画では平成 32 年度に料金回収率 103.09％を達

成している。 

 

（３）資本的収支の試算結果 

 収益的収支の純利益と資本的収支の不足額の試算結果を図 3.3.1.4 に示す。 

 

図 3.3.1.4 収益的収支の純利益と資本的収支の不足額の試算結果  

 

資本的収支の不足額は生じるものの資本的支出の抑制と起債の活用により均衡状

態に近づいていると考えられる。（現状での見通しは図 2.2.2.1 を参照） 



３．経営戦略の策定 
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（４）内部留保資金の試算結果 

内部留保資金の試算結果を図 3.3.1.5 に示す。 

 

図 3.3.1.5 内部留保資金の試算結果  

 

 
 
現状での内部留保資金の見通し（図 2.2.3.1 参照）では、平成 34 年度に損益勘定留

保資金が枯渇する見通しとなっていた。本計画では目標である平成 38 年度において

も将来の施設更新財源である損益勘定留保資金を保ちつつ、内部留保資金を一定水準

で確保することが出来ている。  
ただし、内部留保資金が将来の施設更新財源として十分に確保できているか否かは

今後のアセットマネジメントの結果を踏まえ検討の余地がある。  
 



３．経営戦略の策定 
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（５）企業債残高の試算結果  
 

H25 H26 H27 H28 H29

企業債残高 1,854,388 1,795,852 1,725,842 1,649,707 1,568,144

給水人口 22,908 23,055 22,472 22,728 22,596

一人当り

企業債残高
81 78 77 73 69

表3.3.1.6　企業債残高の試算結果（千円）

実績 予定

 

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

1,484,019 1,397,284 1,307,869 1,218,020 1,127,342 1,043,199 963,818 885,260 810,234

22,464 22,334 22,203 22,071 21,940 21,809 21,678 21,540 21,403

66 63 59 55 51 48 44 41 38

予定

 

 

 

図 3.3.1.7 企業債残高の試算結果  

 

 

 

企業債残高の試算結果は、本計画においても減少傾向に変化はない。 
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（６）減価償却費、長期前受金戻入、企業債利息の試算結果 

減価償却費、長期前受金戻入、企業債利息の試算結果を図 3.3.1.8 に示す。 

 

図 3.3.1.8 減価償却費、長期前受金戻入、企業債利息の試算結果  

 

 

 

減価償却費、長期前受金戻入、企業債利息は全て減少傾向にある。これは、過去に

取得した資産の減価償却が進み、また起債の償還も進むためである。このため料金収

入が減少するにもかかわらず料金回収率が上昇することになる。ただし、次回の経営

戦略ローリングにおいてアセットマネジメントによる投資計画を反映させる際には新

規取得資産が増加し、また企業債も増加することが考えられる。 
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（７）経常収支比率 

経常収支比率の試算結果を図 3.3.1.9 に示す。 

 

図 3.3.1.9 経常収支比率の試算結果  

 

 

 

経常収支比率は、今後 10 年間 100％以上を維持しており、本計画の取組方針および

試算条件において経営は健全であるといえる。 

 

しかし、今後、本計画と実績との間にズレが生じることは十分に考えられる。よっ

て本経営戦略については随時モニタリングを行い、３～５年に１度を目安としてロー

リングを行う予定である。ローリングの実施にあたっては、経営戦略の実施状況、投

資財政計画と実績との乖離やその原因に対する分析を行い、分析結果は次回経営戦略

へ反映をしていく。PDCA（Plan-計画-、Do-実施-、Check-検証-、Action-見直し-）に

基づいた検討を継続的に実施する。 
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３．３．２  投資・財政計画（収支計画）  

 

 別紙のとおり 

 

 

 



４．今後検討予定の取組概要 
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４．１  投資についての検討状況  

 

（１）民間の資金・ノウハウ等の活用 ～PFI・DBO の導入等～ 

 現段階において、ＰＦＩ（民間資金を利用して民間事業者に施設整備と公共サービ

スの提供を委ねる）およびＤＢＯ（設計・建設と運営・維持管理を民間事業者に一括

発注する）の活用について検討していないが、今後は必要に応じて適宜検討していき

たい。 

 

（２）施設・整備の廃止・統合 ～ダウンサイジング～ 

 アセットマネジメントを平成 30 年度に実施予定であり、その中で水道経営の効率化

や維持管理の省力化を目指した計画を策定したい。 

 

（３）施設・設備の合理化 ～スペックダウン～ 

 アセットマネジメントを平成 30 年度に実施予定である。可能であれば給水需要の減

少に見合うよう施設の最適化を図り、将来の管路更新時には口径の減径を図りたい。 

 

（４）施設・整備の長寿命化等の投資の平準化 

 平成 30 年度に実施するアセットマネジメントにおいて検討予定である。 

 

（５）広域化 

 現段階において取り組んでいないが、近隣市町村との交流を密に図り、必要に応じ

て適宜検討していきたい。 

 

（６）その他の取組 

現段階において取り組んでいない。 

 

 



４．今後検討予定の取組概要 
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４．２  財源についての検討状況  

 
（１）料金  
 平成 30 年度に実施するアセットマネジメントにおいて更新需要を見込み、事業費

の平準化を図りつつ財政状況を見極めたうえで次回経営戦略ローリング時に必要が生

じれば水道料金を見直す予定である。  
 
（２）企業債  
 アセットマネジメントにおいて策定された投資計画と内部留保資金との兼合いを考

慮した上で規律ある企業債の活用を検討する予定である。  
 
（３）繰入金  
 現段階において検討はしていないが、必要に応じて適宜検討していく。  
 
（４）資産の有効活用等による収入増加の取組  
 本町はなだらかな傾斜地に位置しており、減圧施設も多い。減圧施設を小水力発電

設備に置き換えられることからも、今後機会があれば積極的に検討したい。  
 
（５）その他の取組  
 現段階において取り組んでいない。 

 



４．今後検討予定の取組概要 
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４．３  投資以外の経費についての検討状況  

 
 （１）委託料  
 現段階において取り組んでいないが、今後必要に応じて適宜検討していきたい。  
 
（２）修繕費  

施設の長寿命化や延命化を図る上で必要であれば、適宜検討していきたい。  
 

（３）動力費  
 ポンプ等の更新時にインバータ制御による省エネ化を積極的に検討したい。また、

施設の統廃合や運転管理の効率化など必要に応じて適宜検討していきたい。  
 
（４）職員給与費  
 引き続き必要最低限の人員で事業を運営し、状況に応じて体制を適宜検討していく

予定である。  
 
（５）その他の取組  
 現段階において取り組んでいない。 

 

 
 
 



５．総括 
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５．１  箕輪町水道事業の課題  

 

 総括として、箕輪町水道事業の現状における課題を整理する。 

 

現状の課題は以下の 3 点が挙げられる。 

 

（１）料金回収率 

（２）営業利益が損失を計上 

（３）有収率 

 

（１）について 

料金回収率については、過去 5 ヶ年において料金回収率 100％未満であり、原価割

れを起こしている。 

 

（計画後の見通し）  

 

平成 29 年度から予定されている上伊那広域水道用水企業団からの受水費の値

下げにより、平成 32 年度より原価割れが解消される見込みである。（図 3.3.1.3

参照）ただし、平成 32 年度以降の受水費の動向によってはこの限りではない。 

 

 

（２）について 

 平成 26 年 4 月の水道料金改定以降、営業利益がマイナスとなっている。 

現金を伴わない科目を考慮した経常損益および純利益ではプラスを計上しているとし

ても、今後、水道事業を継続的に経営していくためには現金収益でのプラス計上を図

りたい。 

 

（計画後の見通し）  

 

平成 29 年度から予定されている上伊那広域水道用水企業団の値下げにより、

平成 37 年度より営業利益がプラスへ転換する見込みである。（図 3.3.1.2 参照）

ただし、平成 32 年度以降の受水費の動向によってはこの限りではない。  
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（３）について 

 有収率は水道事業を経営する上で非常に重要な指標の一つである。本町の有収率は、

平成 26 年度実績で 82.5％と上伊那地域の中では高い値となっているが、長野県平均

の 83.8％、類似団体平均の 83.0％と比べると低い値となっている。 

 

（計画後の見通し）  

 

有収率が低下する要因として、主に漏水やメーターの不感が考えられる。こ

れらは老朽管など既存施設の更新事業により改善される。本計画においてはス

トックマネジメント策定までの間、投資計画（建設改良費）を抑制することに

より財政状況（内部留保資金）の一定水準確保を目標としたために有収率の大

幅な向上は見込めないと考える。有収率の向上は営業利益の向上にも繋がるこ

とを考えれば、積極的に投資を行い、老朽施設を更新することも経営改善の一

つの手段である。有収率の向上及び目標設定については、引き続き今後の課題

とする。  

 

 

 



５．総括 
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５．２  今後 10 年間の箕輪町水道事業経営  

 

総括として、今後 10 年間の本町の水道事業経営の見通しについて整理する。 

 

 今回の経営戦略における今後 10 年間の収支計画では、浄水の受水先である上伊那広

域水道用水企業団の「受水費値下げ」による影響により、料金収入は給水人口の減少

に伴い減少するものの、それを補う形となった。また、これに加え減価償却費の減少

や企業債利息の減少も加わり、今後 10 年間は経常損益や純利益はプラスで推移し、営

業利益も平成 37 年度にプラスに転換する見込みである。また、内部留保資金について

も、本経営戦略で計画した投資計画（建設改良費）においては、今後 10 年間は一定水

準に確保できている。 

 

ただし、これは将来必要となる施設更新費が正確に見込めていないことから得られ

た結果でもある。 

 

将来にわたって、安全で良質な水の安定供給を続けるためには、水道施設の修繕、

更新、耐震化及び再構築を長期的視野に立って更新需要を把握した上で、財源確保を

考慮しつつ計画的に行う必要がある。更新時期にある水道施設の更新を先延ばしし、

耐震性の不足する水道施設を放置することは、そう遠くない将来、老朽化による漏水

事故の頻発を招き、町民の生活に重大な影響を及ぼすことや、火災時に十分な消火活

動を行えないといった事態を招きかねない。また、人口減少社会が到来し、水道料金

収入の減少が現実となったことはシミュレーション結果のとおりであり、施設の更新

は先延ばしすればするほどに財源確保は厳しくなると予想され、早期に対応しなけれ

ば課題への対応がより困難になると考えられる。 

よって、次回の経営戦略ローリングをアセットマネジメントの結果を盛り込むべく

平成 31 年度を目途に実施し、新たな投資試算に基づく見直しを図る予定とする。 

 

 

以上 

 



様式第2号（法適用企業・収益的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

区　　　　　　分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ）
決 算
見 込

一 部
予 算

将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測

１． (A) 472,061 403,500 393,364 387,790 385,293 381,658 379,532 377,239 374,945 373,025 369,388 367,504 365,211 363,122
(1) 449,523 390,879 379,059 374,223 371,726 368,091 365,965 363,672 361,378 359,458 355,821 353,937 351,644 349,555
(2) (B) 3,434 3,640 3,201 3,425 3,425 3,425 3,425 3,425 3,425 3,425 3,425 3,425 3,425 3,425
(3) 19,104 8,981 11,104 10,142 10,142 10,142 10,142 10,142 10,142 10,142 10,142 10,142 10,142 10,142

２． 391 83,461 85,784 82,611 80,586 79,703 77,845 76,691 75,360 73,761 68,812 66,053 62,194 56,913
(1) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(2) 0 77,393 77,289 75,329 73,304 72,421 70,563 69,409 68,078 66,479 61,530 58,771 54,912 49,631
(3) 391 6,068 8,495 7,282 7,282 7,282 7,282 7,282 7,282 7,282 7,282 7,282 7,282 7,282

(C) 472,452 486,961 479,148 470,401 465,879 461,361 457,377 453,930 450,305 446,786 438,200 433,557 427,405 420,035
１． 433,881 436,933 428,222 435,951 421,678 426,012 414,818 398,124 391,906 387,582 378,073 371,986 365,167 354,578
(1) 24,934 18,081 18,341 18,342 18,342 18,342 18,342 18,342 18,342 18,342 18,342 18,342 18,342 18,342

12,066 8,922 8,924 8,925 8,925 8,925 8,925 8,925 8,925 8,925 8,925 8,925 8,925 8,925
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12,868 9,159 9,417 9,417 9,417 9,417 9,417 9,417 9,417 9,417 9,417 9,417 9,417 9,417
(2) 201,069 200,732 194,318 198,577 184,234 194,140 194,086 184,028 183,970 183,921 183,827 183,778 183,720 183,666

8,874 10,039 10,125 9,549 9,486 9,392 9,338 9,280 9,222 9,173 9,079 9,030 8,972 8,918
17,636 11,932 7,604 12,391 12,391 12,391 12,391 12,391 12,391 12,391 12,391 12,391 12,391 12,391

276 519 80 292 292 292 292 292 292 292 292 292 292 292
174,283 178,242 176,509 176,345 162,065 172,065 172,065 162,065 162,065 162,065 162,065 162,065 162,065 162,065

(3) 207,878 218,120 215,563 219,032 219,102 213,530 202,390 195,754 189,594 185,319 175,904 169,866 163,105 152,570
２． 41,512 40,133 40,185 36,314 34,268 31,936 29,738 27,471 25,169 22,916 20,751 18,897 17,212 15,622
(1) 41,510 39,856 38,096 36,314 34,268 31,936 29,738 27,471 25,169 22,916 20,751 18,897 17,212 15,622
(2) 2 277 2,089 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(D) 475,393 477,066 468,407 472,265 455,946 457,948 444,556 425,595 417,075 410,498 398,825 390,884 382,379 370,201
(E) △ 2,941 9,895 10,741 △ 1,864 9,933 3,413 12,821 28,335 33,230 36,288 39,375 42,673 45,026 49,834
(F) 0 58,636 473 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(G) 659 159,857 967 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000
(H) △ 659 △ 101,221 △ 494 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000 △ 1,000

△ 3,599 △ 91,325 10,247 △ 2,864 8,933 2,413 11,821 27,335 32,230 35,288 38,375 41,673 44,026 48,834
(I) 1,213,151 1,121,826 1,132,073 1,129,209 1,138,142 1,140,555 1,152,376 1,179,712 1,211,942 1,247,230 1,285,605 1,327,278 1,371,304 1,420,139
(J) 973,150 884,898 890,886 873,150 850,983 840,000 827,857 819,644 811,234 802,627 796,593 793,331 790,168 788,687

51,948 40,667 45,328 44,686 44,398 43,979 43,734 43,470 43,206 42,984 42,565 42,348 42,084 41,843
(K) 104,362 112,861 155,881 162,544 162,825 166,128 167,019 164,786 164,622 157,396 151,114 149,320 144,698 142,945

0 80,010 86,135 91,563 94,125 96,735 99,415 99,849 100,678 94,143 89,381 88,559 85,026 84,965
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

104,201 31,524 68,418 69,653 67,372 68,065 66,276 63,609 62,616 61,925 60,406 59,433 58,344 56,652
( I )

(A)-(B)

(L) － － － － － － － － － － － － － －

(M) 468,627 399,860 390,163 384,365 381,868 378,233 376,107 373,814 371,520 369,600 365,963 364,079 361,786 359,697

－ － － － － － － － － － － － － －

(N) － － － － － － － － － － － － － －

(O) － － － － － － － － － － － － － －

(P) 468,627 399,860 390,163 384,365 381,868 378,233 376,107 373,814 371,520 369,600 365,963 364,079 361,786 359,697

－ － － － － － － － － － － － － －

－ －

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

－－ － － － － －

う ち 建 設 改 良 費 分
う ち 一 時 借 入 金
う ち 未 払 金

－ － － － －累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

流 動 負 債

支 出 計
経 常 損 益 (C)-(D)

特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益 (F)-(G)

収

益

的

収

支

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金

収

益

的

収

入

材 料 費

収

益

的

支

出

営 業 費 用
職 員 給 与 費

基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費
動 力 費
修 繕 費

支 払 利 息

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計
そ の 他

そ の 他
減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

営 業 外 収 益

料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

営 業 収 益



様式第2号（法適用企業・資本的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円）
年　　　　　度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

区　　　　　分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ）
決 算
見 込

一 部
予 算

将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測

１． 0 17,500 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

６． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

７． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

８． 9,520 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

９． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(A) 9,520 17,500 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

(B) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(C) 9,520 17,500 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

１． 132,918 113,141 116,353 102,502 121,261 83,648 83,648 83,648 83,648 83,648 83,648 83,648 83,648 83,648

21,098 21,325 21,649 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648

２． 61,415 76,036 80,010 86,135 91,563 94,125 96,735 99,415 99,849 100,678 94,143 89,381 88,559 85,026

３． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(D) 194,333 189,177 196,363 188,637 212,824 177,773 180,383 183,063 183,497 184,326 177,791 173,029 172,207 168,674

(E) 184,813 171,677 186,363 178,637 202,824 167,773 170,383 173,063 173,497 174,326 167,791 163,029 162,207 158,674

１． 180,653 166,596 179,840 172,648 195,445 141,532 144,142 146,822 147,256 148,085 141,550 136,788 135,966 132,433

２． 0 0 0 0 0 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648 21,648

３． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４． 4,160 5,080 6,523 5,989 7,379 4,593 4,593 4,593 4,593 4,593 4,593 4,593 4,593 4,593

(F) 184,813 171,676 186,363 178,637 202,824 167,773 170,383 173,063 173,497 174,326 167,791 163,029 162,207 158,674

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(G) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(H) 1,854,388 1,795,852 1,725,842 1,649,707 1,568,144 1,484,019 1,397,284 1,307,869 1,218,020 1,127,342 1,043,199 963,818 885,260 810,234

○他会計繰入金 （単位：千円）
年　　　　　度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度

区　　　　　分 （決算） （決算） （決算） 決算
見込 一部
予算 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測 将来予測

11,566 2,147 3,456 6,040 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654

11,566 2,147 3,456 6,040 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11,566 2,147 3,456 6,040 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654 3,654

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

(A)のうち翌年度へ繰り越さ
れる支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

計

そ の 他

他 会 計 負 担 金

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　今後耐用年数に達し更新時期を迎える管路が一気
に増える状況が考えられることからも、事業費の平
準化を図りつつ財源確保や経営に与える影響を踏ま
えた上で計画的かつ効率的な管路更新に取り組む必
要がある。これにより漏水等が減少し有収率が上昇
することで給水収益の改善が見込まれる。
また、これと並行して給水原価の削減に取り組んだ
上で適正な供給単価（水道料金）について検討し、
料金回収率を向上させ、独立採算の原則に基づき将
来にわたってサービスの提供が安定的に持続できる
ように経営基盤の強化を図りたい。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　”有形固定資産減価償却率”は若干の増加傾向を
示している。これは取得した資産の減価償却が毎年
進んでいることを示しており、時間の経過とともに
資産の老朽化が進んでいることがわかる。一方で法
定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す”管路経
年化率”は横ばいでありゼロに近い。このことより
今後老朽化が進行し更新時期を迎える管路が一気に
増加することが推測できる。この状況に対し当該年
度に更新した管路延長の割合を表す”管路更新率”
は平成23年度以降低迷しており、管路更新が進んで
いないことがわかる。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

746.58 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 71.91 89.90 3,326 22,472 30.10

　給水収益等で維持管理費や支払利息等の費用をど
の程度賄えているかを表す”経常収支比率”は
100％を超えており、収支上は黒字で累積欠損金は
生じていないようにみえる。しかし、これは長期前
受戻入を収益計上した影響であり、純粋な営業収益
では損失を生じている。この要因となるのが、給水
に係る費用を給水収益でどれだけ賄えているかを表
す”料金回収率”である。損益の基準となる100％
を下回っていることから、供給単価（水道料金）よ
り”給水原価”の方が割高な状態にあることがわか
る。短期的な債務に対する支払能力を表す指標であ
る”流動比率”は基準である100％を上回っている
ものの年々悪化している。平成27年度においては未
払金が多かったことが悪化の大きな要因である。給
水収益に対する企業債残高の割合である”企業債残
高対給水収益比率”は類似団体と同様に減少傾向に
ある中で、若干であるが減少に転じた。なお、平成
26年度からの値が急激に上昇しているのは平成26年
度の料金引下げ改定の影響である。施設の利用状況
や適正規模を判断する指標である”施設利用率”
は、現段階での人口や使用水量であれば適正の範囲
内であると思われる。今後、人口減少による給水量
の低下が顕著となればダウンサイジングなどの検討
が必要となる。給水収益に直結する”有収率”は前
年に比べ減少し類似団体平均値を下回っている。こ
れは管路更新率の低下が要因の一つとして考えられ
る。給水収益の向上には有収率の改善が必須であ
る。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

292.34 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) －

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 25,115 85.91

経営比較分析表
長野県　箕輪町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 1.64 0.47 0.27 0.36 0.34

平均値 0.78 0.67 0.67 0.66 0.99

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 100.73 100.71 99.38 102.07 102.29

平均値 107.37 107.57 106.55 110.01 111.21

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 32.38 33.91 35.69 34.38 36.46

平均値 37.09 38.07 39.06 46.66 47.46

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 0.25 0.09 0.09 0.09 0.09

平均値 6.63 7.73 8.87 9.85 9.71

①経常収支比率(％) 

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 8.50 9.34 9.56 2.80 1.93

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

2,000.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 1,877.13 1,357.60 932.48 784.06 571.52

平均値 995.50 915.50 963.24 381.53 391.54

340.00

360.00

380.00

400.00

420.00

440.00

460.00

480.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 427.11 420.47 412.52 459.44 455.30

平均値 414.59 404.78 400.38 393.27 386.97

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 98.44 98.33 95.18 98.59 97.62

平均値 97.71 98.07 96.56 100.47 101.72

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 211.24 211.72 218.55 183.94 179.88

平均値 173.56 172.26 177.14 169.82 168.20

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

66.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 63.57 62.93 61.83 62.50 63.34

平均値 55.84 55.68 55.64 55.13 54.77

80.00

80.50

81.00

81.50

82.00

82.50

83.00

83.50

84.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 82.74 83.15 83.55 82.45 81.26

平均値 83.11 83.18 83.09 83.00 82.89

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％) 

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％) 

【113.56】 【0.87】 【262.74】 【276.38】 

【89.95】 【59.76】 【163.72】 【104.99】 

【47.18】 【13.18】 【0.85】 
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